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受講者に求められる 事前の知識・経験等
特別な知識や技術は必要ありません。

教育現場において、学生の主体的な学びや異文化理解に関心のある方であれば、どなたでも

ご参加いただけます。スマートフォンの基本操作が可能であれば十分です。

動画制作は英語で行うため、外国人参加者も歓迎いたします。スマートフォンの基本操作が

可能であれば十分です。

受講者が受講前に取り組む 事前課題等
  当日の活動を円滑に進めるため、参加者には事前に「自分が海外の学生に伝えたい日本文
化の要素」を1つ考えてきていただきます（例：季節の行事、日常の風景、食文化など）。

概要

SIIEJ2024では、YouTubeを活用した異文化教育の実践と、その教育的・社会的意義について
報告を行いました。以降、動画メディアを活用した学習のあり方を展開し、教育実践の現場

に応用可能な手法として検討しつつあります。現在、これまでの実践経験を基盤として、高

等教育機関における学習者の視点と教育設計との相互関係に着目した教育モデルの体系化を

進めています。

本セッションでは、「テクノロジー」（メディアやAI等）および国際的な学習環境における
「多様性」を主要テーマとし、動画制作を媒介とした体験的学習および協働の方法が、国際

教育においていかなる機能を果たしうるかを検討します。

参加者は、3名1組のグループに分かれ、スマートフォンを用いてセッション中に短編動画を
制作し、学習者の視点を実際に体験します。そのプロセスを踏まえ、動画表現が他者理解お

よび異文化間の連携にいかに資するか、また英語教育および異文化教育の実践においていか

なる可能性を持つのかについて、参加者間での考察を深めることを目的とします。

関連論文：

チェンドム・アンドレア・岡田昭人「動画作成を通じた異文化理解と語学教育の効果―ユー
チューブ活用の実践―」『国際関係論叢』第13巻第2号、2024年。
https://www.tufs.ac.jp/common/fs/iir/data/isj1302_csendomokada.pdf
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